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夏休みに入ります！ 

 本日をもって、前期前半を終了いたしました。保護者の皆様、地域の皆様のご理解と

ご協力、本当にありがとうございました。まだまだコロナ禍の中ですので、心配が続き

ますが、ご家庭で、地域でのご指導よろしくお願いいたします。以下、本日、私が子供

たちに話した概要を載せておりますので、参考にしていただければ幸いです。 

よく考える賢い子・思いやりのある優しい子・体を鍛える逞しい子

 

前期前半授業終了にあたって１～５年 （放送 抜粋） 

 

前期前半がおわりました。みんな、きつかったけど、よくがんばりましたね。校長先生が

うれしいことは、一人も欠席することなく、５月に運動会ができたことです。ただできただ

けじゃなく、５年生のリーダーぶり、支える４年生のアシストぶりがすばらしかったこと、

表現がどの学年も一生懸命で感動したことです。「これで、今年も うまくいく」と嬉しく

なりました。さて、この 4 か月、自分のことを思い出してみてください。4 月の自分の気持

ちを思い出してみてください。新しい学年・学級でうまくやっていけるか不安な人もいたで

しょう。この 4 か月で新しい友達ができた人もいるでしょう。最近ちょっとけんかしちゃ

って、仲直りしたいなあと思っている人もいるでしょう。今日、帰るまでに、「ありがとう」

や「ごめんなさい」の言葉で、心をスッキリさせて夏休みに入ったらいいと思います。さて、

夏休みに入りますが、コロナがまた流行りだしてもいます。休み中の過ごし方は、担任の先

生からお話があるかと思いますが、命を守るためですので、これまで通り注意をしていって

ください。宿題もそんなにたくさん出ていないと思いますので、休み中は、家の中で、ゆっ

くり休み、家族と過ごしましょう。お盆などに出かける時は、マスクや手洗いを忘れないよ

うにしてくださいね。それから、怖いのは、コロナだけではありません。交通事故や水の事

故も怖いです。毎年、日本のどこかで夏休みに小学生が命を落としています。夏休みのくら

しを担任の先生としっかり確認して、守ってください。登校日に元気にみんな登校してくる

ことを楽しみにしています。あいさつを頑張っている人もたくさんいて、嬉しいです。生活

委員会の皆さん、毎朝、校門に立ってのあいさつ運動ありがとうございます。毎日続けられ

ることが素晴らしいです。残念ながら挨拶を返してくれない人もいるかもしれませんが、あ

きらめずにやり続けましょう。きっと気持ちは伝わると校長先生は思っています。 

・あかるく元気に・いつでも どこでも・さきに、あいさつ・つづける毎日、1 年間の 

「満点あいさつ」をみなさんも頑張ってください。それでは、今日一日、しっかり自分の 4

か月の振り返りをして、けじめをつけてください。長い前期前半、よく頑張りました。 

おわります。 



 

中原地区の交通安全教室に参加しました！ 

 

中原地区の交通安全教室が７月１８日（日）に開催されました。早岐警察署の交通安

全課長様が来られ、交通安全についてわかりやすい話をされました。 

中原地区は、広田小学校区では、遠距離の通学になる地区で、重いランドセルを背負

いながら、毎日登校している低学年の子供たちに感心しつつも、通学路の狭さが気に

なっていたところでした。 

コロナ禍の中で、私も着任以来、初めて地区の行事に参加させていただきましたが、

地域の子供たちへの思い、地域の子供は地域で育て、守るという熱意をひしひしと感

じた一時でした。吉福会長様、渡辺子供会代表様、ありがとうございました。 

夏休み中の交通事故・水難事故につきまして、重ね重ねではありますが、保護者の皆

様のご指導のほどよろしくお願いいたします。広田中学校 PTA が中心となって行われ

る８月６日の地区別懇談会においては、広田小学校も参加し、情報を共有し、子供たち

の安心・安全な生活を願っての指導を強化していきたいと考えています。 

 

６年生に追加した話（抜粋） 

 

６年生ですから、そろそろ、中学校に向けて、あるいはその先、自分の将来を考え始めてい

る人もたくさんいると思います。勉強は、自分の未来の選択肢を増やすことができる貴重な

行為です。今日やるべきことは、何か、その最低限のことは、担任の先生から話があると思う

ので、自分自身の怠け心に打ち勝てるか挑戦してください。また、先生が出す課題が難しく

て、到底自分ではできないという人もいると思います。そんな人は、先生と相談して、今、自

分がやらないといけない課題を決めて、それに挑戦してください。逆に物足りない人は、自

分自身で追加の課題を決め、挑戦してください。みなさん、水泳で２５ｍ泳げない人に、いき

なり２５ｍの課題は出しませんよね。これは、６年生だからという問題ではありません。だ

から、まずは、顔を付けることができるようになろう。息継ぎができるようになろう、５ｍを

がんばろうとか、それぞれの人にあった課題を出して頑張ります。逆に簡単に２５ｍ泳ぐこ

とができる人、つまり物足りない人には、３０ｍ、５０ｍをめざせとか、他の泳ぎ方の練習と

か、新しい課題を加えていきます。勉強も、水泳と全く同じです。自分ができないことを、少

しずつできるようにするために頑張るのです。苦手な教科は、５年生や４年生や３年生の勉

強をもう一度頑張るのです。恥ずかしいことではまったくありません。むしろ、できないこ

とを隠したり、ごまかしたりすることが恥ずかしいことです。大人になってから、かけ算九

九を勉強しなおした人もたくさんいます。２５ｍ泳げない人をばかにして笑う人はいないと

思います。５年生や４年生の勉強をやりなおしている人をばかにしたり、笑ったりする人も

いないはず、もし、そんな人がいたら、人として恥ずかしい人間で、先生の嫌いな人間です。

一人一人が自分の課題に向かって頑張る姿が素晴らしいのです。自分の課題をがんばろうと

励まし合う学級にしてほしいです。ぜひ、自分の心と相談して、先生と相談して、自分の課題

に向き合ってほしいと思います。それができる人は、必ず素晴らしい大人になれます。 


